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≪署名をすることで大学に声を挙げよう≫ 全国署名呼びかけ人 京都大学 高田暁典

私も法政大学の在り方はおかしいと思っている一人です。今行われている学生への処分

には全く正当性がありません。 

署名する事は法政大学の在り方に対して声を上げる事です。学生自治が破壊され学生が

みんなで集まって大学当局に対して意見を言う事が困難にされつつある今、署名をするこ

とで大学に対して声をあげましょう。 

そして署名を集める事は法政大学の在り方に対する声を集める事です。みんなの声を集

めれば、法政大学に対抗する一つの大きな力になります。 

法政大学は一つの巨大な権力であり、大学の在り方に異議を唱えるものに 

対して逮捕・起訴や処分を乱発することができます。一人で立ち向かっても 

なかなか勝つのは難しいです。しかし、みんなでまとまってかかれば勝てる 

かもしれません。少なくともこの４年半、法政大学は、大学の在り方に異を 

唱える者に対して逮捕退学を乱発してきましたが、反対の声を潰すことはで 

きず、むしろ広がりを見せています。不当な処分を撤回させる事ができれば、 

学生の側が大学の事を決める、規定する力を事実上持つことができます。 

広げる事が重要です。関西でも、既に２５０筆以上の署名が集まっていま 

すが、もっともっと沢山の人に呼びかけて行きます。是非署名して下さい。 

全国で一万筆を集めて、不当な処分を撤回させましょう。 

ガードマンの監視の中でも署名が集まる 

ただ今の署名数 
１２月１２日現在

法大・首都圏 

１０５６筆

＜デモ時の斉藤郁真文連委員長アピール＞ 
戦争反対！ 学生は政治を取り戻そう！」と

訴えた倉岡さんへの新たな追加処分策動を法政

大学当局は狙っています。こんなものはすべて

の法大生の力で粉砕しようではありませんか！ 


